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【背景と目的］新入学生対象の健康調査として、














2と回答）学生は、 4月の入学時は 124例中 5例




















































































































4月 6月 4月 6月 4月 6月
゜ ゜つらい 医療介入＋
＊ 
2 2 ゜ ゜まあ楽しい 遠距離通学2 3 ゜ まあ楽しい2 3 ゜゜ 普通 ゜2 4 ゜゜ ゜まあ楽しい4 ゜ ゜ 普通 相談開始 ゜
＊ 
4 ゜ ゜まあ楽しい ゜4 2 ゜゜ まあ楽しい未記入 1 ゜ まあ楽しい ゜＊継続カウンセリングにつながった例
♦ 「生活習慣」自己評価と生活環境














4月→ 6月 4 月―➔ 6月
50 



















璽 4月 (6月の「就学状況」自己評価で 3群に分類） に言I6月
♦ 自己評価による「就学状況」と「相談利用」
訊査後 1鉢四月の
保健管理センター和1用
（％） 
100 
?
（％） 
50 
晟青後 1仔間の
心理相談利用
亡r月のUPI綱査
設間 I!で相談希芋
25 
?
